
　

隈
之
城
地
区
に
は
、
市
指
定
文
化
財
が
三
つ
あ
り
、

有
形
民
俗
文
化
財
の
尾お

白じ
ろ

江え

庚こ
う
し
ん申
供く

養よ
う
と
う
ろ
う

灯
籠
は
、
尾
白

江
公
民
館
横
に
あ
る
高
さ
約
３
ｍ
の
石
灯
籠
で
、
昔
こ

の
集
落
に
大
火
事
が
あ
っ
た
時
、
住
民
が
庚
申
堂
に
集

ま
り
消
火
祈
願
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
た
火
の
勢
い
が
収
ま
っ
た
こ
と
で
、
火
の
神
様
と
し

て
今
日
ま
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
庚
申
講
が
行
わ
れ

て
い
る
の
は
隈
之
城
で
は
こ
こ
だ
け
で
す
。

　

宮
崎
町
の
赤あ
か
ざ
わ沢
津つ

自
治
会
に
あ
る
有
形
文
化
財
の
、

森も
り
ど
ん
ば
る

殿
原
の
宝ほ
う
と
う塔
は
、
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
方
で
勢
力
を

張
っ
た
薩
摩
忠た
だ
な
お直
夫
妻
の
墓
塔
と
推
定
さ
れ
、
塔
身
の

四
方
に
は
梵ぼ
ん

字じ

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

隈
之
城
墓
地
内
に
あ
る
史
跡
、
大
源
寺
跡
入
来
院
氏

関
係
石
塔
群
は
、
室
町
時
代
建
立
さ
れ
た
大
源
寺
に

弔
わ
れ
て
い
る
第
11
代

入い
り

来き

院い
ん
し
げ
と
し

重
聡
と
近
親
者

の
墓
塔（
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
）

と
、
大
源
寺
僧
侶
の
墓

塔（
無む

縫ほ
う
と
う塔
）か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

　

歴
史
と
文
化
の
あ
ふ

れ
る
隈
之
城
地
区
の
歴

史
散
歩
に
、
家
族
や
友

人
と
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

有形民俗文化財の尾白江庚申供養灯籠

赤沢津にある有形文化財、森殿原の宝塔

■問合先
　隈之城地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 895-0031
　勝目町 3944
　 ･ 0996(20)1870

第16回

人
・
自
然
・
文
化
を
豊
か
に
は
ぐ

く
む
郷さ
と

を
目
指
し
、
多
く
の
方
が

住
み
よ
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
隈

之
城
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

文
化
財
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ごみのポイ捨てやめましょう！

ふるさと探画

ふるさと大運動会の応援
アトラクションに原

はる

・原
はる

団地の田の神さあ登場 !!

コミュニティフェスタで
麦畑を披露する中

なかふく

福良
ら

快
かい

汗
かん

クラブの皆さん

　

隈く
ま

之の

城
じ
ょ
う
地
区
は
、
本
市
の
南
西
部
に
位
置
し
、
国

道
３
号
と
国
道
３
号
隈
之
城
バ
イ
パ
ス
が
南
北
に
縦

貫
し
て
お
り
、
緑
の
山
並
み
と
豊
か
な
水
を
た
た
え

る
隈
之
城
川
水
系
に
広
が
る
田
園
地
帯
を
取
り
囲
む

よ
う
に
住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
道
３
号
沿
い
に
は
郊
外
型
大
型
商
業
施

設
な
ど
が
立
地
す
る
な
ど
、
自
然
的
土
地
利
用
と
都

市
的
土
地
利
用
が
混
在
し
な
が
ら
都
市
化
が
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
九
州
新
幹
線
川
内
車
両
基
地
が

建
設
さ
れ
、
本
年
３
月
に
は
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
川
内
道
路
の「
薩
摩
川
内
都
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

が
開
通
し
、
交
通
利
便
性
の
向
上
と
地
域
力
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
区
は
、
人
口
１
万
２
２
１
３
人（
本
市
の
約
12

％
）、
世
帯
数
５
０
０
１
世
帯
と
大
規
模
で
、
３
保

育
園
・
２
幼
稚
園
・
１
小
学
校
、
２
中
学
校
、
２
高

校
が
設
置
さ
れ
、
教
育
に
関
連
し
た
機
関
も
多
く
あ

り
、
各
学
校
を
拠
点
に
し
て
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が

地
区
内
外
問
わ
ず
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
隈
之
城
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は

「
人
・
自
然
・
文
化
を
豊
か
に
は
ぐ
く
む
郷
」を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
一
体
感
を
高
め
る
た

め
の
主
な
行
事
と
し
て
、
５
月
に
隈
之
城
歴
史
散
策

さ
れ
こ
う
会
・
８
月
に
夏
祭
り
・
11
月
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ（
文
化
祭
）お
よ
び
今
年
で
27
回
目

を
迎
え
る
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
を
実
施
し
て
地
区
民

の
世
代
間
交
流
と
親
睦
・
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
体
育
行
事
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（
高
齢
者
の
健
康
観
察
・
講
話
な
ど
の
親
睦
会
）・
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
巡
回
を
含
む
）・
環
境
活
動
・

あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

48
あ
る
自
治
会
単
位
の
活
動
も
盛
ん
で
、
花
見
・

花
植
え
・
奉
仕
作
業
・
六
月
灯
・
七
夕
・
夏（
秋
）祭

り
・
敬
老
会
・
綱
引
き
・
餅
つ
き
・
門
松
作
り
・
新

年
拝
賀
式
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
隈
之
城
の
ま
ち

づ
く
り
に
楽
し
み
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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